
 
 
 
 
 

１ 「 インターハイ優勝 」～2016 情熱疾走 中国総体優勝監督の声～ 

  本年度の全国高校総合体育大会(インターハイ) 
にて剣道男子団体優勝(4 連覇)，個人優勝・準優勝し

た 九 州 学 院 高 等 学 校 ( 熊 本 県 ) の                                                    

剣道部 米田敏監督の声を紹介します。全国優勝する

までにどのようなことを思い，困難や挫折を乗り越え

挑戦してきたか，目標に向かって努力してきたかを参

考にして欲しいと思います。 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

２ 春休みの生活の心得 

種子島中央高校生としての自覚と誇りを持ちましょう。 

 

  (1)  喫煙・飲酒・パチンコ店出入り等の問題行動をおこさない。 

  (2)  暴力行為，ゆすり・たかり，深夜暴走，いじめ, 薬物(大麻，覚醒剤，危険ドラッグ

等)使用はしない。 

  (3)  流行を追う服装や物欲しさから万引・窃盗をおこさない。 

  (4)  高校生らしい節度ある男女交際を心掛ける。 

   (5)  家出，無断外泊や深夜徘徊は犯罪に巻き込まれる可能性が高まるので絶対にしない。 

  (6) 不審者を見かけたらすぐにその場から立ち去る。保護者・学校・警察等へ速やかに

    連絡すること。 

  (7) 自転車の二人乗り，信号を無視した道路横断，横列・並進など自分勝手な交通違反

    は，直接，交通事故の原因になるので，被害者・加害者にならぬよう十分に注意す 

    ること。 

  (8) 交通事故，違反を絶対に起こさない。特に単車の運転には十分注意すること。 

スピードの出し過ぎ・一時不停止・前方不注意・危険運転など絶対にしない。 

      無免許運転，無断免許取得（自動二輪を含む），無許可通学→ 絶対禁止！！ 

      ※「自転車・原付車安全利用モデル校」宣言校であることを自覚する！ 

   (9)  携帯電話，スマートフォンは適切な使用を心掛けること。フィルタリングの設定，

家庭内ルール，使用時間を守る。不適切な投稿(Facebook,Twitter,タイムライン等)

は行わない。 

 

各種の許可願は確実に行いましょう。 

      

事前に担任に相談し，指示を受け，早めに担当教員 

の許可印をもらう。書類は完備すること。 

「アルバイト」，「旅行・集会」，「単車受験」等  

 

 今後の主な日程 

 
 
 
 
 
 ☆万一問題や事故発生の際は直ちに連絡を！ 

    学校 ： ０９９７－２４－２４０１   

担任 ：（                   ）  副担任： （                  ） 
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 今年は特別な思いがあった。 

4 月 14 日，16 日に熊本県で 2 度の大地震が起き，九州学院剣道部も被害に見舞われた。学校は

一時大勢の近隣住民の避難場所となり，全校舎は安全確認ができるまで一時立ち入り禁止となっ

た。道場での練習もできなくなり，14 日間も稽古を中止し竹刀を握る事ができない状況になった。 

 1 日休むと取り戻すのに 3 日かかるといわれる剣道界で「日本一」を目指す私たちにとってその

期間は大きなハンディになることは覚悟していた。しかし，一方では「私たちがやってきたことは

間違いではないんだ」「乗り越えられない困難はない」ということを信じ，そのことを証明しよう

という気持ちになれた瞬間でもあった。 

 今大会の 3日間はとても長く感じられた。個人戦では 2名の本校選手が不安をよそに順調に勝ち

進み，2人で全国高校総体の決勝という「最高の舞台」で戦うことができた。団体戦でもなんとか

決勝の舞台にたどり着くことができ，春の全国選抜大会の決勝と同じ相手の麗澤瑞浪高校(岐阜県)

と対戦した。大将戦を落とせば逆転負けという苦しい展開の中，大将戦も一進一退の攻防の中，見

事勝利し優勝できた。その瞬間は「言葉では言い表すことのできない感情」が涌いてきた。長くて

苦しい 3 日間が終了した。 

 新チームがスタートした時，技術面はもちろんだが，精神面の強化・人間力の充実に力を注いで

きた。「当たり前のことを当たり前に」「見えないもの(気持ち・心)を見る力」・「理解力」・などを

キーワードとして，「日々是剣道」を実践し「日本一」を目標にチーム一丸となり取り組んできた。

今年のチームはさまざまな困難を経験し，それを理解し，乗り越えることができた。さらに「人間

力の向上」を形ある「優勝」という栄冠だけでなく，形はないが「朽ちることのない一生の財産」

を手に入れることができた。 

 この結果は，努力を惜しむことなく一生懸命精進した選手はもちろんのこと，全部員，保護者を

はじめとした多くの方々のご理解とご協力，ご指導のお陰だと思う。このような「奇跡的快挙」を

達成したことに慢心せず，「乗り越えられない困難はない」ことを信じて今後も努力してまいりた

い。 

                    ～全国高体連ジャーナル 2016 V0l.32～ より 

３月２７日（月） 離任式 
４月 ６日（木） 新任式 始業式 大掃除  ※ 頭髪・服装指導   
４月 ７日（金） 第 10 回入学式   
４月１０，１１日（月，火） 課題考査 


